
(57)【要約】

【課題】　本発明は、消化器官病変部切除術における病

変部位同定を、患者の負担を増大することなく迅速かつ

正確に行うことが出来、手術の信頼性を向上させること

が出来る消化器官病変部位同定システムを提供すること

を目的とする。

【解決手段】　内視鏡を消化器官に挿入し病変部を探す

工程と、探した病変部或いはその近傍にクリップを取り

付ける工程と、取り付けたクリップを病変部の目印とし

て残して内視鏡を消化器官から引き抜く工程と、消化器

官外の照射部から光を照射する工程と、光センサでクリ

ップ取り付け部位を同定する工程とを含み、同定したク

リップ取り付け部位を消化器官病変部位とすることを特

徴とする消化器官病変部位同定システムである。

【選択図】　図１

JP 2005-204694 A 2005.8.4



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 を 消 化 器 官 に 挿 入 し 病 変 部 を 探 す 工 程 と 、 探 し た 該 病 変 部 或 い は そ の 近 傍 に ク リ
ッ プ を 取 り 付 け る 工 程 と 、 取 り 付 け た 該 ク リ ッ プ 該 病 変 部 の 目 印 と し て 残 し て 該 内 視 鏡 を
消 化 器 官 か ら 引 き 抜 く 工 程 と 、 消 化 器 官 外 の 照 射 部 か ら 光 を 照 射 す る 工 程 と 、 光 セ ン サ で
該 ク リ ッ プ 取 り 付 け 部 位 を 同 定 す る 工 程 と を 含 み 、 同 定 し た 該 ク リ ッ プ 取 り 付 け 部 位 を 消
化 器 官 病 変 部 位 と す る こ と を 特 徴 と す る 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 照 射 す る 光 は 、 生 体 透 過 性 の 高 い 光 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 消 化 器
官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 生 体 透 過 性 の 高 い 光 は 、 近 赤 外 光 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 消 化 器 官
病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 照 射 部 と 前 記 光 セ ン サ は 、 一 体 化 し 腹 腔 鏡 下 手 術 に 適 用 で き る 寸 法 と 形 状 で あ る 請
求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 投 光 ・ 受 光 プ ロ ー ブ か ら の 信 号 を 処 理 す る デ ー タ 処 理 部 を 備 え 、 該 デ ー タ 処 理 部 は
、 投 光 ・ 受 光 プ ロ ー ブ で 検 出 し た 信 号 を 数 値 や 光 で 視 覚 的 に 表 示 す る 機 能 と 、 該 検 出 し た
信 号 が 予 め 決 め ら れ た 大 き さ を 超 え た と き に ブ ザ ー や ラ ン プ の 点 滅 な ど で 警 告 す る 機 能 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 消 化 器 官 病 変 部 位
同 定 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 消 化 器 官 内 の 病 変 部 位 の 位 置 を 消 化 器 官 外 か ら 同 定 す る 消 化 器 官 病 変 部 位 同
定 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 胃 、 或 い は 大 腸 な ど の 消 化 器 官 の 腫 瘍 切 除 手 術 、 或 い は 切 除 手 術 を 必 要 と す
る そ の 他 の 消 化 器 官 の 手 術 に お い て 、 消 化 器 官 外 か ら 病 変 部 の 位 置 を 視 覚 的 に も 触 覚 的 に
も 確 認 す る 事 が 困 難 で あ る と 予 想 さ れ る 場 合 に は 、 手 術 前 に 予 め 内 視 鏡 を 消 化 器 官 に 挿 入
し 病 変 部 或 い は そ の 近 傍 （ 以 下 、 病 変 部 付 近 と 総 称 す る こ と が あ る ） に 染 料 、 マ ー キ ン グ
ク リ ッ プ な ど で 目 印 を つ け 、 手 術 の 際 、 そ の 目 印 を 利 用 し て 視 覚 的 或 い は 触 覚 的 に 病 変 部
位 を 確 認 し 、 切 除 部 位 の 決 定 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 一 般 的 な 方 法 で は 手 術 の 際 に 病 変 部 位 を 確 認 で き な い こ と が 多 く 、
こ の よ う な 場 合 に は 、 再 度 内 視 鏡 を 挿 入 し て 病 変 部 位 を 探 し 、 内 視 鏡 先 端 か ら の 照 射 光 を
消 化 器 官 外 か ら 視 認 す る こ と に よ っ て 、 あ る い は Ｘ 線 透 視 に よ り ク リ ッ プ の 位 置 を 確 認 す
る こ と に よ っ て 、 切 除 部 位 を 決 定 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 再 度 内 視 鏡 を 挿 入 し 内 視 鏡 先 端 か ら の 照 射 光 を 視 認 す る 方 法 で は 、 消 化 器 官 壁 を 通 し て
視 認 す る た め 明 瞭 な 確 認 が 困 難 で あ る と 共 に 、 手 術 時 間 が 長 く な る （ 内 視 鏡 挿 入 に は 概 ね
１ ０ ～ ４ ０ 分 を 要 す る ） 、 内 視 鏡 の 挿 入 や 手 術 時 間 の 延 長 に よ り 患 者 の 負 担 が 大 幅 に 増 大
す る 、 手 術 中 の 視 野 が 悪 く な る （ 内 視 鏡 を 、 例 え ば 、 大 腸 に 挿 入 す る 場 合 、 内 視 鏡 の 視 野
を 広 げ る た め に ガ ス を 送 り 込 む た め 腸 管 が 拡 張 し 、 腹 腔 鏡 下 手 術 の 手 術 野 で あ る 腸 壁 と 腸
の 間 の 空 間 が 狭 く な る ） な ど の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｘ 線 透 視 に よ り ク リ ッ プ の 位 置 を 確 認 す る 方 法 で は 、 Ｘ 線 に よ っ て 患 者 や 術 者 の 人 体 が
害 さ れ な い よ う な 処 置 を 講 ず る 必 要 が あ る と 共 に 、 術 者 の 行 動 が 制 約 さ れ る た め 、 迅 速 な
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手 術 の 妨 げ に な る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 手 術 を 行 う 清 潔 区 域 で Ｘ 線 装 置 を 用 い る こ
と は 、 衛 生 面 か ら 見 て も 問 題 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 染 料 を 目 印 に す る 方 法 で は 、 染 料 を 消 化 器 官 に 注 射 す る 際 、 針 が 消 化 器 官 に 浅 く 刺 さ れ
ば 染 料 が 視 認 で き な く な り 、 針 が 深 く 刺 さ り 腹 膜 を つ き ぬ け た 場 合 に は 腹 膜 炎 を 引 き 起 こ
す 危 険 性 が 大 き い （ 大 腸 切 除 手 術 で は 、 ３ 度 に １ 度 は 腹 膜 炎 を 引 き 起 こ す ） と い う 問 題 も
あ っ た 。
　 前 記 の 一 般 的 な 従 来 技 術 の 欠 点 を 改 善 す る も の と し て 、 特 許 文 献 １ に は 「 光 る マ ー キ ン
グ 用 ク リ ッ プ 」 と い う 名 称 で 、 消 化 器 官 病 変 部 付 近 に 取 り 付 け る ク リ ッ プ と 発 光 体 を 合 体
さ せ 、 消 化 器 官 外 よ り 光 る ク リ ッ プ を 見 て 病 変 部 を 確 認 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る が 消 化
器 官 壁 を 介 し て 視 認 す る た め 、 明 瞭 な 確 認 は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 「 体 腔 内 位 置 検 出 シ ス テ ム 」 と い う 名 称 で 、 消 化 器 官 に 挿 入 さ れ
た 内 視 鏡 と 滞 空 内 に 挿 入 さ れ た 消 化 器 官 外 の 処 置 具 と 、 内 視 鏡 と 処 置 具 と の 相 対 的 な 位 置
を 検 出 す る 手 段 （ 例 え ば 、 永 久 磁 石 と 磁 気 セ ン サ ） と を 設 け た 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ
の 技 術 で は 、 手 術 直 前 に 消 化 器 官 に 内 視 鏡 を 挿 入 し 内 視 鏡 先 端 か ら の 照 明 光 を 視 認 す る 方
法 と 同 様 に 、 手 術 時 間 が 長 く な る 、 患 者 へ の 負 担 が 大 幅 に 増 大 す る 、 手 術 中 に 視 野 が 悪 く
な る な ど の 問 題 が あ り 、 実 用 上 は 実 施 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ３ で は 「 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム 」 と し て 、 消 化 器 官 病 変 部 付
近 に 磁 石 を 取 り 付 け 、 消 化 器 官 外 か ら 漏 洩 磁 界 を 磁 気 セ ン サ で 検 出 し 病 変 部 を 確 認 す る 技
術 が 開 示 さ れ て い る 。 こ れ は 実 施 の 際 、 ク リ ッ プ に 取 り 付 け た 磁 石 を 使 用 し て い る が 脱 落
の 可 能 性 が 否 定 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ２ ７ ８ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ２ ８ ５ ０ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ９ ５ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 状 況 に 鑑 み 、 消 化 器 官 病 変 部 切 除 術 に お け る 病 変 部 位 同 定 を 、 患 者 の
負 担 を 増 大 す る こ と な く 迅 速 か つ 正 確 に 行 う こ と が 出 来 、 手 術 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と
が 出 来 る 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 消 化 器 官 に 挿 入 し 病 変 部 を 探 す 工 程 と
、 探 し た 該 病 変 部 或 い は そ の 近 傍 に ク リ ッ プ を 取 り 付 け る 工 程 と 、 取 り 付 け た 該 ク リ ッ プ
該 病 変 部 の 目 印 と し て 残 し て 該 内 視 鏡 を 消 化 器 官 か ら 引 き 抜 く 工 程 と 、 消 化 器 官 外 の 照 射
部 か ら 光 を 照 射 す る 工 程 と 、 光 セ ン サ で 該 ク リ ッ プ 取 り 付 け 部 位 を 同 定 す る 工 程 と を 含 み
、 同 定 し た 該 ク リ ッ プ 取 り 付 け 部 位 を 消 化 器 官 病 変 部 位 と す る こ と を 特 徴 と す る 消 化 器 官
病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム で あ る 。 照 射 す る 光 は 生 体 透 過 性 の 高 い 光 で 、 望 ま し く は 近 赤 外 光
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 照 射 部 と 光 セ ン サ は 、 一 体 化 し 腹 腔 鏡 下 手 術 に 適 用 で き る 寸 法 や 形 状 で あ る こ と
が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 又 、 本 発 明 は 、 光 セ ン サ か ら の 信 号 を 処 理 す る デ ー タ 処 理 部 を 備 え 、 デ ー タ 処 理
部 は 、 光 セ ン サ で 検 出 し た 信 号 を 数 値 や 光 な ど 視 覚 的 に 表 示 す る 機 能 と 、 検 出 し た 信 号 が
予 め 決 め ら れ た 大 き さ を 超 え た と き に ブ ザ ー や ラ ン プ の 点 滅 な ど で 警 告 す る 機 能 を 有 す る
消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム で あ る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 予 め 消 化 器 官 内 病 変 部 付 近 に 取 り 付 け た ク リ ッ プ を 目 印 と し 、 手 術 に
際 し 、 消 化 器 官 外 か ら 照 射 さ れ こ の ク リ ッ プ で 反 射 し た 光 を 光 セ ン サ で 検 出 す る こ と に よ
り 、 消 化 器 官 病 変 部 位 を 迅 速 か つ 正 確 に 同 定 す る こ と が 出 来 る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 迅 速 か つ 正 確 な 同 定 と 共 に 、 Ｘ 線 透 視 な ど と 違 い 術 者 の 行 動 が 制 限 さ れ る 処 置 が
必 要 な い た め 、 手 術 時 間 を 短 縮 す る こ と が 出 来 る 。 こ の た め 、 本 発 明 は 、 再 度 の 内 視 鏡 挿
入 や 、 Ｘ 線 透 視 、 消 化 器 官 へ の 染 料 注 射 な ど が 可 能 と な り 、 患 者 の 負 担 を 増 大 さ せ な い と
い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 又 、 消 化 器 官 病 変 部 位 の 迅 速 か つ 正 確 な 同 定 や 、 手 術 時 間 の 短 縮 、 切 除 病 変 部 範
囲 の 最 小 化 な ど が 可 能 な こ と は 、 術 者 に 生 じ る 心 理 的 効 果 も 含 み 、 手 術 の 信 頼 性 を 向 上 さ
せ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 消 化 器 官 内 の 病 変 部 の 目 印 と し て ク リ ッ プ を 使 用 し 、 消 化 器 官 外 か ら 照 射 さ
れ ク リ ッ プ で 反 射 し た 光 を 、 光 セ ン サ に よ り 検 出 す る も の で あ り 、 具 体 的 に は ま ず 、 消 化
器 官 病 変 部 切 除 手 術 の 前 に 予 め 、 内 視 鏡 を 消 化 器 官 に 挿 入 し て 病 変 部 を 探 し 、 探 し た 病 変
部 付 近 に 病 変 部 の 目 印 と し て ク リ ッ プ を 取 り 付 け て 、 内 視 鏡 を 消 化 器 官 か ら 引 き 抜 く 。 即
ち 、 手 術 前 に 、 患 者 の 消 化 器 官 内 病 変 部 付 近 に 目 印 と す る ク リ ッ プ を 取 り 付 け た 状 態 に し
て お く 。 な お 、 目 印 と す る ク リ ッ プ の 挿 入 は 、 病 変 部 を 探 し た 後 に 、 操 作 管 な ど の 先 端 に
取 り 付 け た 状 態 で 内 視 鏡 の 中 を 挿 入 し て も 良 い し 、 最 初 に 内 視 鏡 と 共 に 挿 入 し て も 良 く 、
本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 手 術 に 際 し て は 、 消 化 器 官 外 か ら 照 射 さ れ 、 こ の 消 化 器 官 内 病 変 部 付 近 に 取 り 付 け た ク
リ ッ プ に よ り 反 射 し た 光 を 、 消 化 器 官 外 の 光 セ ン サ で 検 出 す る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ 取 り
付 け 位 置 を 同 定 し 、 同 定 し た ク リ ッ プ 取 り 付 け 位 置 を 消 化 器 官 病 変 部 位 と し て 、 切 除 部 位
を 決 定 し 手 術 を 行 う 。 な お 、 切 除 部 位 は 、 同 定 し た 消 化 器 官 病 変 部 位 と 共 に 、 内 視 鏡 挿 入
時 に 確 認 し た 病 変 部 の 大 き さ や 、 病 変 部 と 磁 石 取 り 付 け 部 と の 相 対 関 係 な ど の デ ー タ を 含
み 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 消 化 器 官 内 病 変 部 の 確 認 は 、 開 腹 手 術 に 比 べ 、 腹 腔 鏡 下 手 術 の ほ う が よ り 困 難 で あ る 。
そ の た め 、 照 射 部 と 光 セ ン サ は 腹 腔 鏡 下 手 術 に 適 用 で き る 寸 法 と 形 状 で あ る こ と が 望 ま し
い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 手 術 に 際 し 、 術 者 は 、 病 変 部 付 近 に 取 り 付 け た ク リ ッ プ か ら の 反 射 光 を 光 セ ン サ で 検 出
し た 信 号 （ ク リ ッ プ と 光 セ ン サ の 相 対 位 置 を 示 す 信 号 ） を 処 理 す る デ ー タ 処 理 部 が 有 す る
機 能 に よ り 、 ク リ ッ プ と 光 セ ン サ の 相 対 位 置 を 数 値 や 光 な ど で 視 覚 的 に 確 認 し な が ら ク リ
ッ プ の 位 置 を 探 す こ と が 出 来 、 ま た 、 検 出 し た 信 号 が 予 め 決 め ら れ た 大 き さ を 超 え た と き
に 生 じ る ブ ザ ー や ラ ン プ の 点 滅 な ど の 警 告 に よ り 、 ク リ ッ プ 取 り 付 け 部 位 を よ り 迅 速 か つ
正 確 に 同 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 予 め 消 化 器 官 内 に 病 変 部 付 近 に 取 り 付 け た ク リ ッ プ
を 目 印 と し 、 手 術 に 際 し 、 こ の ク リ ッ プ か ら の 反 射 光 を 消 化 器 官 外 か ら 光 セ ン サ で 検 出 す
る こ と に よ り 、 消 化 器 官 病 変 部 位 を 迅 速 か つ 正 確 に 同 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 迅 速 か つ 正 確 な 同 定 と 共 に 、 Ｘ 線 透 視 な ど 術 者 の 行 動 が 制 限 さ れ る 処 置 が 必 要 な
い た め 、 手 術 時 間 を 短 縮 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 こ れ に よ り 、 本 発 明 の 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム は 、 再 度 の 内 視 鏡 挿 入 や 、 Ｘ 線 透
視 、 消 化 器 官 へ の 染 料 注 射 、 消 化 器 官 内 へ の 磁 石 の 留 置 な ど を 要 さ ず 、 ま た 、 手 術 時 間 の
短 縮 や 、 切 除 病 変 部 範 囲 の 最 小 化 な ど が 可 能 と な り 、 患 者 の 負 担 を 増 大 さ せ る こ と が な い
。 さ ら に 又 、 消 化 器 官 病 変 部 の 迅 速 か つ 正 確 な 同 定 や 、 手 術 時 間 の 短 縮 、 切 除 病 変 部 範 囲
の 最 小 化 な ど が 可 能 な こ と は 、 術 者 に 生 じ る 心 理 的 効 果 も 含 み 、 手 術 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ
る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 、 大 腸 の 腫 瘍 部 位 を 同 定 す る シ ス テ ム の 一 例 に つ い て 、 図 に 基
づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム に よ る 、 消 化 器 官 外 か ら 光 セ ン サ で ク
リ ッ プ 取 り 付 け 部 位 を 同 定 す る 工 程 の 実 施 例 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。  １ は 光 検 出 用 の
プ ロ ー ブ で 光 照 射 部 と 光 セ ン サ を 内 蔵 し て い る （ 図 示 省 略 ） 。 ２ は ク リ ッ プ 、 ３ は 腫 瘍 部
、 ４ は 大 腸 、 ５ は 腹 腔 、 ６ は 腹 壁 、 ７ は 腹 腔 鏡 、 ８ は ト ロ カ ー ル 、 ９ は デ ー タ 処 理 部 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム に よ る 、 消 化 器 官 内 の 病 変 部 或 い は そ
の 近 傍 に 取 り 付 け る 磁 石 の 実 施 例 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。 図 ２ で は 、 図 １ と 同 じ 記 号 を
つ け て い る 。 図 ２ に お い て 、 １ ０ は 内 視 鏡 で あ り 、 他 は 図 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 大 腸 切 除 手 術 の 前 に 予 め 、 患 者 の 大 腸 内 主 要 部 付 近 に 目 印 と す る ク リ ッ プ を 取 り
付 け た 状 態 に し て お く た め の 処 置 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 最 初 、 ク リ ッ プ を 操 作 管 に 接 続 し 、 こ れ を 被 覆 管 に 引 き 込 ん だ 状 態 に （ 以
下 、 こ の 状 態 の も の を 総 称 し て ク リ ッ プ 等 と い う こ と が あ る ） と し て お く 。 こ の 事 前 の 準
備 は 、 内 視 鏡 で 腫 瘍 部 を 探 し た 後 、 引 き 続 い て ク リ ッ プ 等 を 挿 入 で き る よ う に す る う え で
重 要 で あ る 。 永 久 磁 石 等 を 準 備 し た 後 、 内 視 鏡 を 大 腸 に 挿 入 し 腫 瘍 部 を 探 し 、 腫 瘍 部 を 探
し た 後 、 準 備 し た ク リ ッ プ 等 を 内 視 鏡 の 中 を 通 し 挿 入 す る 。 次 に 、 探 し た 腫 瘍 部 付 近 に 腫
瘍 部 の 目 印 と し て 永 久 磁 石 を 取 り 付 け る こ と に な る が 、 図 ２ は 、 腫 瘍 部 付 近 に ク リ ッ プ を
取 り 付 け よ う と し て い る 状 態 を 示 す も の で あ る 。 即 ち 、 図 ２ は 、 腫 瘍 部 ３ 付 近 に ク リ ッ プ
２ を 取 り 付 け る た め に 、 被 覆 管 （ 図 示 省 略 ） か ら 操 作 管 な ど を 少 し 押 し 出 し た 状 態 を 示 し
て お り 、 ク リ ッ プ ２ は 操 作 管 に 接 続 さ れ て 接 続 さ れ て 内 視 鏡 １ ０ の 中 を 通 り 挿 入 さ れ て い
る 。 内 視 鏡 １ ０ は 、 大 腸 ４ に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 腫 瘍 部 ３ の 近 傍 に ク リ ッ プ ２ を 取 り 付 け た 後 、 ク リ ッ プ ２ を 操 作 管 か ら 外 し 、 ク リ ッ プ
２ を 腫 瘍 部 ３ 付 近 に 残 し 、 内 視 鏡 １ ０ を 操 作 管 な ど と 共 に 大 腸 か ら 引 き 抜 く 。 こ れ で 、 目
印 と な る ク リ ッ プ の 腫 瘍 部 付 近 へ の 取 り 付 け が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 手 術 に 際 し て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ト ロ カ ー ル 等 の 導 入 管 ８ を 介 し 、 腹 壁 ６ を 通 じ 腹
腔 ５ に 検 出 部 と 光 セ ン サ 等 を 内 蔵 し た プ ロ ー ブ １ を 挿 入 し 、 ト ロ カ ー ル 等 の 導 入 管 ８ を 介
し 腹 腔 ６ に 挿 入 し た 腹 腔 鏡 ７ の 観 察 下 、 ク リ ッ プ か ら の 反 射 光 を プ ロ ー ブ １ で 検 出 し な が
ら 、 ク リ ッ プ ２ 取 り 付 け 位 置 を 同 定 す る 。 こ の と き 、 光 セ ン サ で 検 出 し た 信 号 は 、 デ ー タ
処 理 部 ９ で 処 理 さ れ 、 ク リ ッ プ ２ と 光 セ ン サ の 相 対 位 置 が 数 値 や 光 な ど で 視 覚 的 に 表 示 さ
れ 、 ま た 、 検 出 し た 信 号 が 予 め 決 め ら れ た 大 き さ を 超 え た と き に ブ ザ ー や ラ ン プ な ど の 点
滅 な ど の 警 告 が 出 る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 術 者 は 、 よ り 迅 速 か つ 正 確 に ク リ ッ
プ ２ 取 り 付 け 位 置 を 同 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 ク リ ッ プ ２ の 取 り 付 け 位 置 を 同 定 し た 後 、 同 定 し た ク リ ッ プ 取 り 付 け 位 置 を 大 腸 腫 瘍 部
位 と し て 、 腫 瘍 部 ３ の 大 き さ や 腫 瘍 部 ３ と ク リ ッ プ ２ 取 り 付 け 部 と の 相 対 関 係 な ど の デ ー
タ を 含 み 、 切 除 部 位 を 決 定 し 手 術 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 予 め 大 腸 内 腫 瘍 部 付 近 に 取 り 付 け た ク リ ッ プ を 目 印 と し 、 手 術 に 際 し
、 大 腸 外 か ら こ の ク リ ッ プ へ 近 赤 外 光 を 照 射 し 、 ク リ ッ プ か ら の 反 射 光 を 光 セ ン サ で 検 出
す る こ と に よ り 、 大 腸 腫 瘍 部 位 を 迅 速 か つ 正 確 に 同 定 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 迅 速 か つ
正 確 な 同 定 と 共 に 、 Ｘ 線 透 視 な ど と 違 い 術 者 の 行 動 が 制 約 さ れ る 処 置 が 必 要 な い た め 、 手
術 時 間 が 短 縮 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 再 度 の 内 視 鏡 挿 入 や 、 Ｘ 線 透 視 、 消 化 器 官 へ の 染 料 注
射 な ど を 要 さ ず 、 ま た 、 手 術 時 間 の 短 縮 や 、 切 除 範 囲 の 最 小 化 な ど が 可 能 と な り 、 患 者 の
負 担 を 増 大 さ せ る こ と が な い 。 さ ら に 又 、 大 腸 腫 瘍 部 位 の 迅 速 か つ 正 確 な 同 定 や 、 手 術 時
間 の 短 縮 、 切 除 範 囲 の 最 小 化 な ど が 可 能 な こ と は 、 術 者 に 生 じ る 心 理 的 効 果 も 含 み 、 手 術
の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 示 し た が 、 特 許 請 求 の 範 囲 で 規 定 さ れ た 本 発 明 の 精 神 と 範 囲 か
ら 逸 脱 す る こ と な く 、 そ の 形 態 や 細 部 に 種 々 の 変 更 が な さ れ て も 良 い こ と は 明 ら か で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 本 実 施 例 で は 、 ク リ ッ プ は 腫 瘍 部 近 傍 に 取 り 付 け る よ う に し て い る が 直 接 腫 瘍
部 に 取 り 付 け て も よ く 、 ク リ ッ プ の 取 り 付 け 位 置 は 、 何 ら 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 プ ロ ー ブ と デ ー タ 処 理 部 が 分 離 さ れ て い る が 、 一 体 型 で も よ く 、
本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 又 、 本 実 施 例 で は 、 ク リ ッ プ を 操 作 管 に 接 続 し 、 こ れ を 被 覆 管 に 引 き 込 ん だ ク リ
ッ プ 等 を 示 し た が 、 内 視 鏡 を 通 し て 病 変 部 に 挿 入 で き 挿 入 し た ク リ ッ プ を 残 し て 他 を 引 き
抜 け る 機 能 を 有 す る も の で あ れ ば 良 く 、 こ の 細 部 の 機 構 、 構 造 は 本 発 明 を 限 定 す る も の で
は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 消 化 器 官 病 変 部 同 定 シ ス テ ム は 、 消 化 器 官 病 変 部 位 の 迅 速 か つ 正 確 な 同 定
や 手 術 時 間 の 短 縮 や 切 除 部 範 囲 の 最 小 化 を 可 能 と す る た め 、 病 院 や 救 急 セ ン タ ー な ど の 医
療 機 関 や 大 学 医 学 部 な ど の 研 究 機 関 、 教 育 機 関 に お い て 、 消 化 器 官 腫 瘍 な ど の 手 術 サ ポ ー
ト シ ス テ ム と し て 利 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム に よ る 、 消 化 器 官 外 か ら 光 セ ン サ で ク リ
ッ プ 取 り 付 け 部 位 を 同 定 す る 工 程 の 実 施 例 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 消 化 器 官 病 変 部 位 同 定 シ ス テ ム に よ る 、 消 化 器 官 内 の 病 変 部 或 い は そ の
近 傍 に ク リ ッ プ を 取 り 付 け る 工 程 の 実 施 例 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ … 光 照 射 部 と 光 セ ン サ を 内 蔵 し た プ ロ ー ブ 　 ２ … 金 属 性 マ ー キ ン グ ク リ ッ プ 　 ３ … 腫 瘍
部 　 ４ … 大 腸 　 ５ … 腹 腔 　 ６ … 腹 壁 　 ７ … 腹 腔 鏡 　 ８ … ト ロ カ ー ル 　 ９ … デ ー タ 処 理 部 　
１ ０ … 内 視 鏡
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